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中断訪問「短時間デイを休みがちなＡさん(80代）ご夫婦」

　週２回の短時間リハを休みがちなＡさんご夫婦宅を訪問しました。

ご自宅は１週間前の積雪がそのまま残された状態でした。雪をかき分

けながらお伺いしたところ、お二人とも顔なじみの梯ＰＴの訪問を大

歓迎してくださいました。梯ＰＴから「お休み中の体調変化や生活の

ご様子が心配で訪問しました」と説明。また、「閉じこもりや運動不足

が進まないよう、ぜひ（短時間デイに）参加してほしい」とお誘いした

ところ、夫「ここまでしてくれたのだから、次からは必ず行きます」妻

「次は夫婦そろっていきますね」と約束してくださいました。

お悔やみ訪問「いつも笑顔のＢさん（享年88歳・
女性・独居）のご家族と交流」
　１月12日の大雪の日、短時間リハの利用者Ｂさんが亡くなられたた

め、お悔やみ訪問をさせて頂きました。長女さん夫婦、長男さん夫婦、

お孫さんが、心良く迎え入れてくださいました。お参りさせて頂いた

後、梯ＰＴから「他の利用者さんにも気遣いや、励ましの声をかけを

忘れないムードメーカー的存在で、職員も元気を頂いていました」など、

利用中のご様子をお伝えしました。ご家族からも「ようこそ来てくだ

さいました。楽しい楽しいと言っていたので、様子を聞きたいと思っ

ていました」と歓迎してくださり、「将来はケアセンター白樺に入るんだ、

とまで言っていました」「１月９日に米寿のお祝いで皆で集まったばか

り。最後にみんなで会えてよかった」などのエピソードや思いを伺い

ました。見せて頂いた米寿祝いの集合写真の中で、Ｂさんはチャンチ

ャンコを着てニコニコされていました。

訪問を終えて
　中断訪問では、リハ職の専門性と日頃の信頼関係が生かされ、Ａさ

ん夫婦の利用再開につながりました。お悔やみ訪問では、Ｂさんのケ

アセンター白樺への厚い信頼と、ご家族の思いを知り、身が引き締ま

る思いがしました。梯ＰＴからは、「これからも利用者の方々から信頼

を得られるリハビリを提供できるよう真摯に向き合っていきたいと思

います」との感想が出されています。

　長期化するコロナ禍のもとで、様々な活動を見直さざるを得ない状

況もありますが、今後も各部門で知恵を出し合いながら、利用者さん

の暮らしや思いに迫る実践をすすめていきたいと思います。

� 【指定居宅介護支援事業所白樺所長　宮田哲郎】

同行訪問で利用者の生活実態と
本人・家族の思いをキャッチ
白樺ブロックでは、1月18日 ( 火 ) にケアセンター白樺の梯（かけはし）理学療法士（PT）と居宅白樺の宮田ケアマネージャーで、大雪後のフォロ
ーを兼ねた利用者さん訪問を行いました。コロナ感染の拡大をふまえ、感染対策をとりながら必要性の高い2軒を短時間で訪問しました。

▼「
タ
ブ
レ
ッ
ト
が

な
い
と
自
分
の
頭
で

考
え
な
い
と
い
け
な

い
」
こ
れ
は
文
科
省

が
推
進
す
る
ギ
ガ
ス

ク
ー
ル
構
想
実
現
に

向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
動
画
の
中
で
の

小
学
生
の
女
の
子
の

言
葉
だ
。
無
邪
気
な
言
葉
に
不

安
に
さ
せ
ら
れ
る
▼
ま
ず
率
直

に
思
う
の
は
自
分
で
考
え
な
い

事
を
良
し
と
す
る
の
は
教
育
と

し
て
正
し
い
の
か
。
学
校
教
育

で
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
使
い
方
次

第
な
の
だ
ろ
う
▼
昨
年
５
月
、

個
人
情
報
を
も
う
け
の
た
ね
に

す
る
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
を

成
立
さ
せ
、
今
、
政
府
は
な
り

ふ
り
構
わ
ず
デ
ジ
タ
ル
化
を
急

い
で
い
る
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

の
大
盤
振
る
舞
い
も
し
か
り
▼

情
報
は
現
代
産
業
革
命
の「
石
油
」

と
い
う
人
も
い
る
。
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
等
々
、
今
、
個
人
の
ス

マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
情
報
で

あ
ふ
れ
て
い
る
。
検
索
や
購
入

履
歴
か
ら
勝
手
に
表
示
さ
れ
る

広
告
画
面
。
そ
し
て
日
本
で
は

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
す
で
に「
自

分
の
頭
で
考
え
な
い
」
優
秀
な

消
費
者
が
つ
く
ら
れ
る
。
ち
な

み
に
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
も
ス
テ
ィ

ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
も
自
分
の
子

供
た
ち
に
は
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
持
た
せ
な
か
っ
た
そ
う

だ
▼
デ
ジ
タ
ル
化
は
万
能
か
。

デ
ジ
タ
ル
に
疎
い
人
は
ま
だ
多

い
。
分
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
ゆ

っ
く
り
で
良
い
。
政
府
が
や
ろ

う
と
し
て
い
る
事
を
見
定
め
て

み
て
は
。 

（
Ｏ
）
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ゆっくり眠れたよ〜
アロマテラピーの効果実感
　ケアセンター白樺２階療養棟では、今年度より認知症ケアにアロマテラピーの

導入を進めてきました。夏には施設前に畑を作りハーブを育て、秋に摘み取り療

養棟内で乾燥させました。作業は職員と利用者さんが共同して行ないました。こ

れからの冬季間は、利用者の皆さんの皮膚も乾燥が強くなり、痒みや血液の循環

不全による冷感等の不快な症状が多くみられる季節になります。そこで、職員の

発想から香りを楽しんだ後のハーブ使用したアロマテラピーと足浴と保湿を合わ

せたフットケアを同時に行い不快な気分を少なくしてゆっくり入眠できる取り組

みをはじめています。

　ハーブを入れたお湯で足浴をして、ゆったりと足を温めたあとに、アロマオイ

ルでマッサージを実施します。ご利用された方々は足浴中に気持ち良くて眠って

しまったり、ニコニコと笑顔で会話も弾む様子も見られました。また、リラック

ス効果もあり、夜間帯はいつもより起きる回数も少なく朝まで熟睡されている様

子も見られました。アロマテラピーを導入して、利用者さんの為にと始めたケア

ですが、実施してみると職員もゆっくり会話をしたり関わる時間を作ることがで

きて、双方ともに良い時間を過ごしています。

� 【ケアセンター白樺　介護士長　本田雅和・看護主任　武田ゆかり】

ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
使
用
し
た
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
様
子
。

つ
い
つ
い
気
持
ち
良
く
て
眠
っ
て
し
ま
う
方
も

い
ま
す
。

足
浴
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
後
の
様
子
。

血
流
が
改

善
し
血
色
と
浮
腫
み
も
引
け
て
い
る
様
子
が
わ

か
り
ま
す
。

実
施
し
た
職
員
も
変
化
に
ビ
ッ

ク
リ
!!

灯
油
価
格
の
高
騰
で
節
約
生
活
に
…

　

Ａ
さ
ん
（
87
歳
女
性
）
は
ひ
と
り
暮
ら
し
で
す
。

定
期
受
診
に
来
た
あ
る
日
の
診
察
室
で
「
灯
油
代

が
高
い
の
で
夜
９
時
に
な
る
と
ス
ト
ー
ブ
を
消
し

て
寝
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
特
に
昨
日
は
寒
く
て

寝
ら
れ
な
か
っ
た
…
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

通
院
歴
が
浅
く
普
段

は
訴
え
が
ほ
と
ん
ど

無
い
方
だ
っ
た
の
で

気
に
な
り
、
後
日
、

生
活
状
況
の
把
握
や

困
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
伺
う
た
め
訪
問
し

ま
し
た
。

　

夫
は
23
年
前
に
亡
く
な
り
、
ひ
と
り
息
子
は
札

幌
で
家
庭
を
持
ち
現
在
は
東
京
で
単
身
赴
任
中
で

す
。
収
入
は
年
金
の
み
で
月
６
万
３
千
円
し
か
な
く
、

他
に
親
族
か
ら
わ
ず
か
な
援
助
が
あ
る
だ
け
で
す
。

　

Ａ
さ
ん
は
灯
油
代
を
節
約
す
る
た
め
、
日
中
は

ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
で
過
ご
し
、
夕
方
に
な
っ

て
か
ら
大
き
い
方
の
灯
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
し
て

い
ま
し
た
。
訪
問
時
も
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
を

使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
室
内
の
温
度
は
15
℃
し

か
な
く
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
だ
け
暖
か
い
状
況
で
し

た
。
灯
油
価
格
の
高
止
ま
り
を
受
け
、
十
勝
管
内

19
市
町
村
全
て
が
低
所
得
世
帯
な
ど
の
灯
油
購
入

を
支
援
す
る
い
わ
ゆ
る「
福
祉
灯
油
」を
実
施
し
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
Ａ
さ
ん
も
対
象
で
申
請
予
定
で
す
。

香川県直島町まちのチカラ

千葉の班会が 100 回

食と健康 心身の調子を整える食事

うちでも元気　体操＆脳トレ
郵便局で新たな手数料
けんこう教室 認知症はよくなりますヨ（上）

2022 月号 380円3　　 好評発売中

　��　コロナ禍でもデキる！

《オンライン健康相談会》
� 申し込み受付中デス

　２月の友の会ニュース
で紹介されたリモートで
行える健康相談会、早速
２つの友の会より申し込
みがありました。“コロナ禍でも取り組める活動”
の一つとして、ぜひ各友の会で開催をご検討くだ
さい。お申込みは、今まで通り各地の役員さんよ
り連絡会事務局までお寄せください。WEB接続
に関するご質問や援助も行っています。
　　　　

【*注意 *】機器の貸出は行っていません。

シリーズ

憲法 が
あぶない

 士幌友の会　和田　鶴三
　第２次世界大戦でアジアの人を約２千万人・日本

人約310万人を失ってから77年が経過しました。国

民の努力により敗戦から立ち直り「二度と戦争のな

い世の中を」と、新日本憲法が発布され、私たちが

暮らしています。しかし、世の中は甘くないもので、

百年に一度かと言われる「新型コロナウイルス」が２

年前に大発生し世界中を震撼させ、今でも変異を重

ねながら人類に襲いかかっています。

　政治や経済の面でも続けてきた「安倍・菅」政権は、

国民の声を無視した「ごまかし・隠ぺい・公文書書

き換え指示」等による政治と、自由民主党が平成24

年４月27日に決定した「憲法改正草案」を国会に提出

しようとしています。

　狙いは新憲法第９条「戦争の放棄・戦力の不保持・

交戦権の否認」を宣言した項の改正です。

　改正には、憲法第96条で国会議員の各議員３分の

２の発議と国民の過半数の同意がなければ出来ませ

ん。多くの有権者に知らせ、反対運動を広めること

が大切です。
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放射 線見 聞録
� 帯広病院　診療放射線技師主任　山﨑　真嗣

　

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
で
は
、
入
所
さ
れ
て

い
る
方
が
い
つ
ま
で
も
食
べ
る
楽
し
み
を
持

ち
続
け
て
頂
く
た
め
の
支
援
と
し
て
、「
多
職

種
に
よ
る
ミ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
（
食
事
の
観
察
）」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
歯
科
医
師
、
歯
科
衛

生
士
、
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
理
学
療
法

士
、
作
業
療
法
士
、
相
談
員
、
管
理
栄
養
士

が
協
力
し
、
食
べ
る
姿
勢
、
飲
み
込
み
・
む

せ
込
み
の
状
態
、
口
の
中
・
義
歯
の
状
態
、

食
事
形
態
・
栄
養
状
態
な
ど
、
様
々
な
観
点

か
ら
昼
食
時
に
食
事
の
場

面
を
観
察
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

食
べ
る
量
が
少
な
か
っ
た

方
が
徐
々
に
増
え
て
体
重

増
加
・
栄
養
状
態
改
善
に

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
年
金
・
生
活
保
護
、
医
療

や
介
護
な
ど
の
改
悪
が
進
み
、
低
所
得
者
や
高

齢
者
の
く
ら
し
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者

の
多
く
は
、
年
金
の
み
の
低
収
入
で
生
活
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
自
公
政
権
は
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
の
名
の
も
と
に
年
金
支
給
額
を
毎
年
の
よ

う
に
減
ら
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

灯
油
が
買
え
な
い
の
で
暖
房
を
我
慢
す
る
、
食

費
を
削
る
な
ど
の
事
態
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
明
ら
か
に
し
、
制
度
改
善

に
結
び
つ
け
よ
う
と
冬
季
高
齢
者
生
活
実
態
調

査
を
13
件
行
い
ま
し
た
。

　

髙
橋
香
織
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
１
月
上
旬
に

Ａ
さ
ん
宅
を
訪
問
し
た
時
、
上
下
の
防
寒
着
を

着
た
ま
ま
出
迎
え
て
く
れ
た
Ａ
さ
ん
、
室
温
を

確
認
す
る
と
15
℃
で
し
た
。
暖
房
代
を
節
約
す

る
た
め
、
温
度
設
定
を
低
め
に
設
定
し
な
が
ら

厚
着
で
寒
さ
を
凌
い
で
い
ま
し
た
。
収
入
は
年

金
の
み
の
非
課
税
世
帯
で
あ
る
た
め
、
今
年
度

再
開
さ
れ
た
帯
広
市
の
福
祉
灯
油
事
業
の
対
象

繋
が
っ
た
り
、
ミ
キ
サ
ー
食
（
形
の
な
い

食
事
）
の
方
が
や
わ
ら
か
い
形
の
あ
る
食

事
ま
で
食
べ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
ま

た
、
誤
嚥
性
肺
炎
（
食
べ
物
・
唾
液
な
ど

が
口
の
中
の
細
菌
と
混
ざ
っ
て
気
管
支
炎

や
肺
に
入
り
発
症
す
る
）
予
防
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。

　

口
か
ら
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
咀
嚼

し
唾
液
が
分
泌
さ
れ
感
染
を
予
防
し
た
り
、

脳
の
活
性
化
に
も
繋
が
り
何
よ
り
美
味
し

く
食
べ
る
こ
と
で
心
が
み
た
さ
れ
日
々
の

活
力
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
が
専
門
的
立
場
か
ら

互
い
に
協
力
し
合
い
利
用
者
さ
ん
の
食
べ

る
楽
し
み
を
支
え
て
い
き
今
後
も
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

【
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
　
管
理
栄
養
士
　
長
谷
川
　
美
幸
】

と
な
り
ま
し
た
が
、「
も
ら
え
る
の
は
あ
り
が

た
い
が
、
１
回
５
，
０
０
０
円
の
み
で
は
あ

ん
ま
り
足
し
に
な
ら
な
い
よ
」
と
話
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
帯
広
市
で
は
申
請
の
際
に
灯
油
購
入

が
分
か
る
領
収
書
等
の
控
え
や
、
振
込
先
の

コ
ピ
ー
な
ど
添
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
視
力
障
害
や
歩
行
器
を
使
用
し
て
い

る
Ａ
さ
ん
に
と
っ
て
は
面
倒
な
こ
と
で
あ
り
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
支
援
が
な
け
れ
ば
申
請

し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

髙
橋
香
織
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
調
査
を
通
じ「
冬

場
は
特
に
体
調
を
崩
し
や
す
く
、
体
調
管
理

が
大
事
。
灯
油
代
や
電
気
代
は
節
約
せ
ず
に

十
分
な
補
助
と
な
る
制
度
が
必
要
。」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
も
患
者
・
利

用
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
制
度
改
善
要
求
の
取
り
組

み
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

【
十
勝
社
保
協
　
山
本
圭
介
】

「
口
か
ら
食
べ
る
楽
し
み
を
支
え
る
」

�

～
多
職
種
に
よ
る
食
事
の
観
察（
ミ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
）～

進
む
医
療
・
年
金
改
悪
、
そ
し
て
貧
困

ケアセンター
白樺

十勝
社保協

放射線とがん
　がんの発生要因には放射線以外にも大気汚染、生活習慣 (喫煙、大

量飲酒、運動不足等 )など日常生活のさまざまなものがあり、症状か

ら要因を特定することは一般に困難です。

　放射線によるがん死亡率はこれまでの知見から、100ミリシーベル

トでは一生涯で０．５％増加し、これより少ない 線量では増えると

も増えないともいえない、と結論づけられています。 しかし、放射

線がＤＮＡを傷つけることは発がん要因の一つになるので、被ばくを

少なくすることは重要です。

被曝＝発がんではありません
　私たちの体を構成する細胞の中にある遺伝子 (ＤＮＡ )は、年齢を

重ねるごとに、また、食事や飲酒、喫煙、そして、放射線によっても

傷つけられます。

　しかし、細胞には傷ついたＤＮＡを修復する能力があるため、もし

も、すべてのＤＮＡが完全に修復されれば問題はありません。ところ

が、修復ミスしたＤＮＡが生き残った場合、その誤った情報が次々に

伝えられることで通常の細胞ががん細胞になることがあります。( 放

射線が身体に与える影響についてはまたの機会に )

　放射線に被ばくしたからといって、必ずしもがんになるわけではあ

りませんが、放射線がＤＮＡを傷つけることは発がん要因の一つにな

るので、被ばくを少なくすることは重要です。

放射線と健康阻害リスク
　現在、日本人の死因の約半数は、がん、脳卒中、心臓病で、なかで

もがんは約30％を占めており、死亡原因の第１位となっています。正

常な細胞がが

ん細胞になる

原因として、

発がん性物質

の存在が確認

されており、

その物質をつ

くりだす原因

として、老化

や喫煙、大気汚染、そして放射線も挙げられています。

　発生したがんがどの原因によるものかは特定できませんが、被ばく

した放射線量に比例して発がん率が増えるとして、日本では被ばくに

よる線量限度が法律で定められています。例えば、職業として放射線

を取り扱う場合は、被ばく線量は５年間の平均で年間20ミリシーベル

トと決められており、安

全確保のための管理区域

の設定や放射線業務従事

者の個人線量計の着用、

健康診断なども定められ

ています。

　とはいえ、がん以外に

も喫煙や肥満、飲酒など

が私たちの寿命短縮に影

響を及ぼすように、日常

生活には放射線だけでな

くさまざまな健康阻害リ

スクがあります。
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く
な
い
…
！
」を
繰
り
返
す
。

ソ
ワ
ソ
ワ
と
落
ち
着
か
ず
、

ト
イ
レ
を
行
っ
た
り
来
た
り
。

身
支
度
を
手
伝
お
う
と
す
る

と
手
で
払
う
よ
う
に
な
っ
た

…
。

　

９
時
少
し
前
に
は
送
迎
者

が
止
ま
り
、
玄
関
先
で
職
員

の
方
に
呼
び
か
け
ら
れ
、
私

も
居
間
の
出
口
で
声
を
か
け

て
誘
導
し
よ
う
と
す
る
が
、

母
は
ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
た
ま

ま
で
、
頑
と
し
て
立
ち
上
が

る
気
配
は
な
い
。

　

５
分
10
分
と
時
間
だ
け
が

過
ぎ
て
い
く
。
私
は
、
何
と

か
そ
の
気
に
さ
せ
る
言
葉
を

み
つ
け
よ
う
と
し
て
、「
運
転

手
さ
ん
が
待
っ
て
い
る
よ
。

心
配
し
て
こ
っ
ち
見
て
い
る

よ
。
乗
っ
て
い
る
人
た
ち
に

も
…
。
迷
惑
か
け
て
い
る
で

し
ょ
…
」
と
、
少
し
穏
や
か

な
口
調
で
諭
す
よ
う
に
言
っ

た
…
。
そ
の
言
葉
で
母
は
渋
々

腰
を
上
げ
た
。

　

そ
の
後
も
、
こ
の
朝
の
日

課
は
続
い
た
…
。
少
し
ず
つ
、

送
迎
者（
運
転
手
さ
ん
）に
待

っ
て
も
ら
っ
て
い
る
時
間
も

長
く
な
り
、
私
は「
デ
イ
」を

キ
ャ
ン
セ
ル
せ
ず
に
は
い
ら

れ
な
か
っ
た
…
。
そ
の
回
数

は
徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
…
。

　

私
は
、
母
が
何
故
こ
ん
な

に
も「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」に
行

き
た
が
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

【
音
更
東
】
守
屋　

敏
紀

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

三
〇
八
四

【
音
更
西
】
尾
崎　

忠
顕

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

六
〇
六
三

【
音
更
南
】
野
口　

清
子

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

七
二
一
二

【
音
更
北
】
中
嶋　

晴
子

 

〇
一
五
五

－

四
二

－

二
一
九
九

【
士　

幌
】
和
田　

鶴
三

 

〇
一
五
六
四

－

七

－

四
四
三
五

【
上
士
幌
】
山
本　

政
俊

 

〇
一
五
六
四

－

二

－

三
〇
八
九

【
新　

得
】
土
山　

武
志

 

〇
一
五
六

－

六
四

－

四
七
一
六

【
清　

水
】
田
中
け
い
子

 

〇
一
五
六

－

六
三

－

三
〇
五
六

【
鹿　

追
】
武
田　

耕
次

 

〇
一
五
六

－

六
六

－

二
一
七
六

【
芽　

室
】
梅
津　

美
政

 

〇
一
五
五

－

六
二

－

二
八
五
九

【
中
札
内
】
西
村　

和
正

 

〇
一
五
五

－

六
七

－

二
七
七
四

【
更　

別
】
大
津
寿
美
香

 

〇
八
〇

－

六
〇
八
四

－

八
三
八
七

【
大　

樹
】
有
岡
千
恵
子

 

〇
一
五
五
八

－

七

－

五
二
二
八

【
広　

尾
】
前
崎　
　

茂

 

〇
一
五
五
八

－

二

－

四
三
四
〇

【
幕　

別
】
小
林　

正
明

 

〇
一
五
五

－

五
四

－

五
二
三
一

【
札
内
東
】
鈴
木
志
摩
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

六
七
五
七

【
札
内
西
】
岡
崎　

節
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

四
四
三
二

【
忠　

類
】
増
田　

武
夫

 

〇
一
五
五
八

－

八

－

二
六
〇
七

【
豊　

頃
】
岩
井　
　

明

 

〇
一
五

－

五
七
四

－

二
六
三
四

【
池　

田
】
岩
本　

正
雄

 

〇
一
五

－

五
七
二

－

五
七
八
五

【
本　

別
】
広
川　

雪
子

 

〇
一
五
六

－

二
二

－

三
三
六
七

【
足　

寄
】
田
利
美
智
子

 

〇
一
五
六

－

二
五

－

四
〇
〇
〇

【
陸　

別
】
黒
沼　

明
美

 

〇
一
五
六

－

二
七

－

二
六
六
七

【　

東　

】
山
口
久
美
子

 

二
五

－

七
七
六
二

【　

柏　

】
加
藤　

昌
明

 

二
三

－

五
〇
八
四

【
光　

南
】
村
上
や
よ
い

 

二
五

－

五
五
八
八

【
鉄　

南
】
牧
野
美
智
子

 

四
七

－

八
九
六
五

【
中　

央
】
田
村
カ
オ
リ

 

二
三

－

二
六
〇
七

【　

栄　

】
佐
藤　

久
輝

 

三
三

－

六
三
九
九

【
開　

西
】
岡
本　
　

顕

 

〇
九
〇

－

六
四
四
六

－

五
五
二
一

【
西
帯
広
】
野
坂　

潤
子

 

三
七

－

二
七
二
九

【
西　

南
】
麻
生　

恵
子

 

二
二

－

一
六
一
三

【
緑
ヶ
丘
】
堀
田　

省
悟

 

五
八

－

一
六
五
〇

【
白　

樺
】
武
井　

純
子

 

三
六

－

二
四
二
四

【
新　

緑
】
瘧
師　

光
枝

 

〇
九
〇

－

七
六
五
〇

－

五
五
一
七

【
柏
林
台
】
横
塚
恵
利
子

 

四
一

－

七
七
九
〇

【
緑　

西
】
村
上
久
美
子

 

三
三

－

六
八
五
二

【
稲
田
北
】
平　
　

麗
子

 

四
八

－

〇
七
一
五

【
稲
田
南
】
藤
田　
　

功

 

四
八

－

六
九
五
一

【
川　

西
】
原　
　

正
子

 

五
九

－

二
四
四
二

【
大　

正
】
岡
山　

幹
男

 

六
四

－

五
九
五
三

生
き
生
き
広
場

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー
☎
〇
一
五
五-

二
一-

四
一
四
四

白
樺
友
の
会

 

私
の「
老
々
介
護
」回
顧
記
⑥

　

２
０
１
８
年
、
母
が
「
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
」
に
行
く
よ
う

に
な
っ
て
半
年
が
過
ぎ
た
。

　

こ
の
間
、
相
変
わ
ら
ず
拒

否
の
言
動
は
収
ま
ら
ず
、
毎

週
水
・
土
曜
日
の
朝
は
、
行

き
た
く
な
い
母
と
、
行
っ
て

ほ
し
い
娘
と
の
間
で
、
張
り

つ
め
た
時
間
が
続
い
て
い
た
。

　

当
日
の
朝
８
時
半
過
ぎ
に

な
る
と
、
母
に「
今
日
は（
デ

イ
）に
行
く
日
だ
よ
ね
…
」と

言
う
と
「
イ
ヤ
だ
！
行
き
た

早

晩 □ 巻

分 

金

人 □ 拓

屋

報

宣 □ 白

知

頭
の
体
操

　

次
の
□
に
漢
字
を
入
れ
て

熟
語
を
つ
く
り
、
□
の
漢
字

を
並
べ
替
え
□
の
中
に
入
れ

て
、
答
え
を
完
成
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
出
題
者
は
霜
村
英
靖
さ
ん

（
帯
広
市
）
で
す
。

【
ヒ
ン
ト
】三
～
四
月
頃
、
産

卵
の
た
め
北
海
道
の
日
本
海

側
に
回
遊
し
て
く
る
鰊
（
に

し
ん
）
は
、
こ
の
よ
う
に
も

呼
ば
れ
ま
す
。

【
答　
　
え
】
□
□
□

（
漢
字
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

【
応
募
方
法
】

　

解
答
と
お
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か
メ
ー

ル
で
下
記
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。「
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
」
へ

の
ご
感
想
、
ご
意
見
な
ど
を

と
思
い
悩
ん
で
い
た
…
。
毎

回
私
に
強
要
さ
れ
て
嫌
々
送

迎
者
に
乗
り
込
ん
で
行
く
後

ろ
姿
を
、
罪
悪
感
に
近
い
感

情
を
抱
く
よ
う
に
見
て
い
た
。

な
ぜ
こ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ

て
ま
で
母
を「
デ
イ
」に
行
か

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

私
は
、
自
問
自
答
し
て
い
た

…
。

　

あ
る
日
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
朝
、
い
つ
も
の
よ
う
に
行

く
準
備
を
手
伝
お
う
と
す
る

と
、母
は「
今
日
は
行
か
な
い
！

絶
対
に
行
か
な
い
！
」
と
、

頑
と
し
た
口
調
で
言
っ
た
。

そ
れ
は
、
私
が
今
ま
で
感
じ

た
こ
と
の
な
い
、
母
の
強
い

意
思
表
示
だ
っ
た
。

　

「
ど
う
し
て
行
き
た
く
な

い
の
…
？
」「
だ
っ
て
、
行
っ

【
第
４
５
２
号
の
当
選
者
】

答
え
は「
無
病
息
災
」で
し
た
。

　

応
募
総
数
１
３
８
通
、
正

解
者
１
３
７
通
の
中
か
ら
抽

選
に
よ
り
、
次
の
20
人
の
方

が
当
選
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

和
泉
功
子　

小
川
洋
征

合
田
か
お
る　

工
藤
雅
子

篠
田　

稔　

高
山
恵
子

林　

誠　
　
　
（
帯
広
市
）

浅
川
茂
子　

新
居
耕
起

笹
本
眞
佐
江　
（
音
更
町
）

大
野
厚
子　

土
谷　

進

横
山　

宏　
　
（
幕
別
町
）

佐
藤
修
二　

野
﨑
弘
子

　
　
　
　
　
（
芽
室
町
）

羽
賀
久
子　
（
清
水
町
）

石
垣
仲
子　
（
士
幌
町
）

吉
田
淑
恵　
（
上
士
幌
町
）

藤
田
正
美　
（
本
別
町
）

矢
木
竹
一　
（
大
樹
町
）

添
え
て
頂
け
ま
し
た
ら
、
可

能
な
限
り
紙
面
で
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。（
匿
名
希
望
の
方

は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

【
宛　
　
先
】

○
郵　

送

〒
０
８
０

－

０
０
１
９

帯
広
市
西
９
条
南
11
丁
目

十
勝
勤
医
協
会
館
内

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部

○
メ
ー
ル

s
o
s
h
i
k
i
@
t
o
k
a
c
h
i
-
k
i
n
-

ikyo.or.jp

【
賞　
　
品
】

　

抽
選
で
10
人
の
方
に
、
千

円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

り
し
ま
す
。

【
締
め
切
り
】

　

３
月
20
日
（
当
日
消
印
有

効
）
。
発
表
は
第
４
５
６
号

（
５
月
号
）紙
上
で
す
。

て
も
何
に
も
楽
し
く
も
な
い

し
、
面
白
く
も
な
い
…
」私
は
、

お
試
し
体
験
時
の
事
を
思
い

出
し
、「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

と
か
楽
し
い
事
や
っ
て
い
た

で
し
ょ
…
」
と
言
っ
た
。
母

は
、「
あ
ん
な
子
ど
も
の
遊
び

何
が
楽
し
い
の
…
」
と
…
。

私
は
返
す
言
葉
が
見
つ
か
ら

ず
、「
足
の
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
、

ち
ゃ
ん
と
治
し
て
ほ
し
い
。

歩
け
な
く
な
っ
た
ら
イ
ヤ
で

し
ょ
。
寝
た
き
り
に
な
っ
た

ら
私
も
困
る
か
ら
…
」
と
繰

り
返
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
言
葉
は
も

は
や
通
じ
な
い
こ
と
が
分
か

っ
て
い
た
。
さ
ら
に
母
の
口

調
は
強
ま
り
、「
こ
こ
は
苦
労

し
て
建
て
た
私
の
家
だ
。
何

で
自
分
の
家
に
い
た
ら
ダ
メ

な
の
？
私
を
追
い
出
す
の
？
」

と
言
っ
た
。
一
瞬
、
母
か
ら

こ
ん
な
言
葉
が
飛
び
出
す
な

ん
て
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た

こ
と
だ
っ
た
。

　

私
は
、「
そ
う
だ
よ
２
人
の

家
だ
よ
…
。
で
も
デ
イ
の
日

は
、
朝
行
っ
て
夕
方
に
は
帰

っ
て
来
て
い
る
じ
ゃ
な
い
の

…
。
ず
～
っ
と
言
っ
て
い
る

わ
け
で
も
な
い
し
…
。」と
言

っ
た
が
、
母
は
、
聞
く
耳
を

持
た
な
か
っ
た
。

　

こ
の
時
、
母
と
し
て
は
精

い
っ
ぱ
い
の
抵
抗
だ
っ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。
私
は
、
母

が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
う
こ

と
に
限
界
を
感
じ
始
め
て
い

た
…
。

 

つ
づ
く

�

【
白
樺
友
の
会�

匿
名
希
望
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
２
回
終
え
、
国
内

感
染
者
も
減
少
し
て
き
た
の
で
、

「
や
っ
と
終
わ
り
が
近
づ
い
て

き
た
か
し
ら
」と
思
っ
て
い
た
ら
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
登
場
と
患
者

の
急
増
に
大
変
驚
い
て
い
ま
す
。

マ
ス
ク
の
着
用
や
手
洗
い
、
３

密
を
避
け
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
改
め

て
し
っ
か
り
や
ら
な
く
て
は
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

帯
広
市　

金
田
ツ
ネ
子
さ
ん

　

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
新
春
特
別

号
を
読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

世
の
中
（
政
治
）の
動
き
や
コ
ロ

ナ
の
事
、
２
０
２
２
年
の
年
男

年
女
の
方
の
抱
負
等
、
と
て
も

身
近
に
感
じ
う
れ
し
く
な
り
ま

し
た
。
生
き
生
き
広
場
の
老
々

介
護
回
顧
記
の
様
子
は
、
パ
ー

ト
ナ
ー
の
母
が
、「
入
浴
は
し
な

い
」
と
、
家
で
入
浴
し
て
い
る

の
で
と
て
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

本
人
が
し
た
い
事
を
さ
せ
て
あ

げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
引

っ
越
し
て
４
か
月
、（
友
の
会
に
）

す
ぐ
に
誘
っ
て
い
た
だ
き
、
入

会
出
来
て
う
れ
し
い
で
す
。

 

芽
室
町　

山
本
美
千
子
さ
ん

　

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
楽
し
く
読

ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
私
の
老
々
介
護 

回
顧
記
）
楽

し
み
で
す
。
コ
ロ
ナ
が
終
息
し

な
い
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様

は
大
変
な
毎
日
で
し
ょ
う
。
私

達
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
の
も

皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
、
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。

 

芽
室
町　

佐
藤
保
男
さ
ん

読
者
の
声


